
  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

長良川流域のため池等の環境ＤＮＡによる 

コクチバス生息一斉点検について（結果報告） 
 

本年７月２５日から実施していました、長良川流域のため池等を対象としたコクチバ

ス生息一斉点検が終了し、既に生息確認されたため池２カ所と水の無かったため池１６

カ所を除き、環境ＤＮＡ分析の結果は全て陰性で、コクチバスの新たな生息は確認され

ませんでした。 

 

記 

 

１ ため池等一斉点検について 

期 間：令和５年７月２５日（火）から１２月２６日（火） 

対 象：長良川水系の全てのため池（１７１カ所）、ダム湖（２カ所） 

内 容：環境ＤＮＡ分析による生息点検 

 

２ 今後の対応 

・県内の全てのため池・ダム湖を対象に生息調査を実施 

 

※環境ＤＮＡ分析とは 

環境ＤＮＡとは、海や川、土壌、空気などの環境中に体表粘液や糞などから溶け出して存在

する生物由来のＤＮＡを指す。環境ＤＮＡを分析することで、そこに生息する生物の種類やお

およその生物量の把握が可能。環境ＤＮＡ分析のメリットは、調査地では採水のみなので、短

時間に広い範囲を調査可能。また、捕獲が困難な種（絶滅危惧種や導入初期の外来生物）の分布

把握が可能。 
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